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要旨

オンライン議論における過熱した会話は，円滑なコミュニケーションや協調的な意思決定を妨げ，また
参加者の心理に悪影響を及ぼす．本稿ではこのような現象を防ぐことを目的としてオンライン議論の過
熱と投稿の言語的特徴の関連性に着目し，二つの分析を行った．

第一の分析では過熱した議論の投稿と言語的特徴との間に関連性があるかどうかを比較分析によって
検証した．まず，「井戸端」と呼ばれるWikipediaのコミュニティページに投稿された投稿のデータセットを
作成した．次に，議論における過熱現象と5つの言語的指標を定義し，全投稿の指標値を算出した．各
投稿は過熱の定義に基づいて4つまたは2つのクラスに分類した．分析では算出した指標値を用いてこ
れらのクラスを比較した．結果としてこれらのクラス間には一定の言語的な差異があることがわかった．

第二の分析ではネガティブな感情の投稿と過熱との関係について分析を行った．まず第一の分析と異
なる形で過熱の定義を行った．次にネガティブな感情の投稿が議論構造に与える影響に関する3つの
仮説をたて，第一の分析と同様のデータセットに感情をラベリングし仮説を検証した．検証の結果，2つ
の仮説を支持する形でネガティブな感情の投稿がその後の議論の過熱に影響を及ぼすことが確認され
た．


